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この度、令和３（2021）年度からの５年間を計画期間とする「第２次
志摩市総合計画・後期基本計画」を策定しました。

旧５町が合併し「志摩市」として歩みをはじめてから16年が経過し、
志摩市が20年目の節目を迎えることとなる今後の５年間は、これまでと
は違い、より多くの成果を求められることになります。そのため、今回
の計画策定にあたっては、前期基本計画から踏襲すべきところは踏襲し
つつも、「チェンジ」をモットーに、市民にとってわかりやすく、より
近い場所で、新しい志摩市づくりを推し進めていく観点から見直しを行
いました。

新たな計画では、人口減少・少子高齢化に対応するための地方創生の
推進や、SDGsの環境・経済・社会の三側面の連携による地域活性化、大
規模自然災害等へ備えた強靭なまちづくりのほか、新型コロナウイルス
感染症の拡大により生じた人々の考え方・行動の変化、いわゆるニュー
ノーマル（新たな日常）への適応や、市民による持続可能なまちづくり
の推進などを重点目標に位置付けました。時代に即した持続可能な「誇
れる新しい志摩市」を創るため、さまざまなチェンジを行い、市民の皆
さまと協働を行いながら、本計画に基づき各施策を推進していきます。
地域のすべての人が安心して、いきいきと心豊かに暮らせるまちづくり
を進め、子や孫の世代に「自慢のまち」という贈り物ができるようにし
ていきたいと考えています。市民の皆さまには、より一層のご理解とご
協力をよろしくお願い申し上げます。

最後に、本計画の策定にあたり、長期間にわたりご審議いただきまし
た志摩市総合計画審議会の委員の皆さまをはじめ、市民アンケート調査
や高校生ヒアリングなど、貴重なご意見をいただきました市民の皆様な
らびに関係者の方々へ心から感謝申し上げます。

令和３（2021）年３月

志摩市長 橋爪 政吉
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